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２ 研究の実際                                    

 

（6） 系統表を活用した授業実践                                                                  

   ウ 高等学校での実践（第２学年 フードデザイン）                                           

    高等学校では、家庭科の専門科目「フードデザイン」において「食をとりまく現状」を題材とし

て、食育と関連させた授業を実践しました。 

 実態調査によると、高等学校で食育を行う際に各教科等と連携させる必要性は感じているものの、

実際に連携させて行っていると回答した学校は半数程度にとどまっています。実際に各教科等と連

携させて食育を行っている学校において、連携させている教科は「家庭科」と回答した学校がほと

んどです。家庭科以外の教科では、保健体育科が 63％、地理歴史科、公民科、理科については 15～

25％という回答結果になっています。家庭科と連携させて食育を行っている学校が多いことから、

まずは家庭科での授業実践例を提案することにしました。高等学校の家庭科は、生徒全員が履修す

る共通教科「家庭」と学校によって選択履修される専門教科「家庭」があります。今回は、共通教科

「家庭」を学んだ後に履修する専門教科「家庭」の中の「フードデザイン」での授業実践例を提案し

ています。 

 「各教科・領域における食育との関連項目一覧表（高等学校）」では、今回の授業実践は資料１の

枠囲み部に該当します。 

 

科目 新学習指導要領 現行学習指導要領 目次大項目 目次小項目 キーワード 

フードデザ

イン 

(1)健康と食生活 

ア 食事の意義と

役割 

(1)健康と食生活 

イ 食事の意義と

役割 

食生活と健

康 

食事の意義

と役割 

栄養素の摂取 生活リズム 一家

だんらん 食文化の伝承 マナー 

味覚 し好 食生活指針  

イ 食生活の現状

と課題 

ア 食を取り巻く

現状 

食をとりま

く現状 

栄養摂取の変化 生活習慣病 欠

食 食生活の外部化 食の簡便化 

孤食 個食 食料自給率 輸入食

品 安全性 地球環境 地産地消 

伝統食 郷土食 スローフード 

食品廃棄物 バイオマス スロー

フード フードマイレージ 

資料１「各教科・領域における食育との関連項目一覧表（高等学校）」から抜粋したもの 

 

系統表では、小・中学校の社会科、中学校の技術・家庭科家庭分野と高校の地理歴史科、公民科、共

通教科「家庭」、専門教科「家庭」に「食料自給率」がキーワードとして挙げられています。この実践

では、次頁資料２の枠囲み部にある「食料自給率」という共通したキーワードを基に、題材を設定し

ました。今回の授業実践は、題材の設定時に系統表を活用したことになります。食料自給率の問題と

自分の食生活がどのような関係にあるのかについて考えることで、消費者としての食品選択の在り方

が今後の食料事情、ひいては自分の食生活に大きな影響を及ぼすことに気付かせることをねらいとし

ました。 
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資料２「食を選ぶ力」の育成を目指す各教科・領域等における系統表 

 

１ 題材名 フードデザイン「食をとりまく現状」（実教出版 フードデザイン新訂版） 

学習指導要領 内容(１) 健康と食生活 

 

２ 題材について 

食の安全性への不安や栄養素の過剰摂取による健康危害など食における問題が多様化している中、根

底にあるのは食料自給率の低さだと言われている。高等学校学習指導要領解説家庭編では、食を取り巻

く現状について、健康、栄養状態、食料事情、食の安全及び環境との関わりなどの視点で把握させるこ

とと示している。特に、食料事情については、食料自給率や食のグローバル化などとも関連させて扱い、

食の安全や地球環境に配慮した食の在り方を考えさせるように示している。食料自給率の低下には、消

費者の食品選択の在り方が大きく影響しているが、消費者は食品を選ぶ基準として産地や原料などを重

視して選択しているとは言い難い。 

本題材は、様々な視点から我が国の食生活の現状について把握させ、課題意識をもたせることをねら

いとしている。そのために、事前の食事調査を基に食料自給率について考えさせ、消費者としての食品

選択の在り方が今後の日本の食料事情、ひいては自分の食生活に大きな影響を及ぼすことに気付かせる。

そこから、自分の食生活を見つめ、課題意識をもつ態度を身に付けさせることが必要であると考える。 

指導に当たっては、課題設定時に事前の食事調査を行うことで、食料自給率の低さを身近な問題とし

て捉えさせる。その際、生徒間での交流活動を取り入れ、互いに多様な考えに触れさせる。それにより、

自分の食生活に置き換え、食品選択に着眼した実践可能な手段を見付けることを通して、主体的な消費

行動につなげられるように考えを深めさせるようにする。 
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３ 本時の目標 

自分の消費行動が食料自給率に与える影響に気付き、持続可能な食生活の実現を目指して、主体的、

総合的な視点で食品選択の方法を検討し表現することができる。       【思考・判断・表現】 

    

４ 本時の展開 

学習活動 
形
態 教師の働き掛け（○）、生徒の発言（・）、評価【】 

１ 本時の学習課題を把握する。 

 

 

 

斉 

 

 

 

 

○事前に行った１週間分の食事調査を基に、食べている食材の

産地を考えさせた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○本時の内容を説明した。 

 

 

２ 食料自給率について考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 日本の食料自給率の低さから生

じる問題点を探る。 

 

 

 

 

斉 

 

 

 

 

 

 

 

 

斉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○食料自給率に関する既習事項について生徒に質問した。 

○食品の選択が日本の第一次産業に大きな影響を与えているこ

とに気付かせるために、食事調査を用いた。 

 

 

 

 

 

 

○消費行動と食料自給率の関係性について、生徒に問いながら

説明した。 

○食料自給率と関連した問題点を自分のこととして捉えさせる

ために、食料輸入が途絶えた場合の食生活を取り上げた。 

 

 

 

 

 

 

 

○健康、栄養、安全性、環境等の視点で考えるように促した。 

持続可能な食生活のためにどのような視点で食品を選べばよいだろうか。食料自給率の問題から

考えよう。 

 調査の結果、パンを食べている生徒が圧倒的に多い。 
 

 パンの原料は？→小麦 
 
 小麦の産地は？→日本の自給率 
 
外国産小麦使用のパンを買うことは、輸入を増加させる。 

 
 国内の米や小麦の生産が減る。 

・栄養面 → 栄養不足になる、肉などのタンパク質が補えない 

・安全面 → 国産なので安心・安全 

・環境面 → ゴミの削減になる 

・食事の楽しさ → 同じものばかりで飽きる 

・食文化 → 伝統的な食文化（和食・郷土食）が衰えてしまう 

このような食生活は継続できない 
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４ 食品選択により食料自給率向上

につながる手立てを考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 事前の食事調査を基に、自分が実

践できることを検討し、まとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

個 

↓ 

Ｇ 

↓ 

斉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個 

 

○食料自給率を維持・向上させるためにできることについて、

健康・快適・安全、持続可能な社会の構築等の視点で考えさ

せた。 

◯意見を整理させるために、付箋を活用した。 

◯持続可能な食生活について補足説明した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○参考としてＦＯＯＤ ＡＣＴＩＯＮ ＮＩＰＰＯＮの「食料

自給率向上のための５つのアクション」を紹介した。 

 

○食事調査を活用することで、グループで考えた手立てが自分

の食生活において実践可能か検討させ、まとめられるように

した。 

 

 

 

 

 

 

自分の消費行動が食料自給率に与える影響に気付き、持続可

能な食生活の実現を目指して、主体的、総合的な視点で食品

選択の方法を検討し表現している。 【思考・判断・表現】 

６ 食料自給率向上の重要性を確認

する。 

 

７ 次時の学習課題を確認する。 

斉 ○食料自給率を上げることが食料に関する安全保障にもつなが

ることを伝えた。 

 

○食生活と環境の関係から持続可能な食生活について考えるこ

とを伝えた。 

 

 

・国産のものを買う 
・食料生産を増加させる 
・自給自足する 
・農家で働く人を増やす 
・食べ残しを減らす 
・地産地消 
・余分なものは買わない 
・好き嫌いをしない 
・新しい食べ物を開発する 
・米を中心にした食事にする 
・輸入を減らす 

※複数回答 
・食べ残しをしない（24 人） 
・国産のものを買う（12 人） 
・米や和食を食べる（10 人） 
・地産地消    （ 7 人） 
・旬のものを食べる（ 3 人） 
・野菜を育てる  （ 3 人） 
・農家になる   （ 2 人） 
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〈授業のまとめ〉                                              

  ア 考察                                          

本授業においては、研究の仮説を基に、以下の３つの視点で考察しました。 

 

  ○「健康と環境の視点から食に関する知識が身に付いたか」 

  ○「自らの食生活に課題意識をもつことができたか」 

  ○「多面的・多角的な視点で思考し判断することができたか」 

  

○「健康と環境の視点から食に関する知識が身に付いたか」について 

    授業の中で、「食料輸入が途絶えた場合」に予想できることを、５つのポイント（栄養面、安

全面、環境面、食事の楽しさ、食文化）に絞って考えさせたところ、健康面では、「栄養が偏る」

「肉などのタンパク質が補えないため、栄養不足になる」などの意見が出てきました。環境面で

は「ごみが減る」という意見が出てきました。他校で同じ授業を実践した際には、「フードマイ

レージが少なくなり、ＣＯ２の排出も少なくなる」「輸送にかかるエネルギーを減らせるので環境

には優しい」など、これまでに学習したことを生かした発言が見られました。これまでの家庭科

での学習や他教科で学んだ内容を活用して授業を進めていけば、より知識の定着が図れるのでは

ないかと考えます。 

   

  ○「自らの食生活に課題意識をもつことができたか」について 

生徒のワークシートの記述から分析します。 

    

資料３の生徒の記述を見ると、単品だけの食事だったものに主食や汁物、副菜をつけて栄養のバ

ランスを考えた食事になるように工夫しているのが分かります。また、パンが中心だった主食を食

料自給率の高い米飯に変えています。このことから、自らの食生活を見直し、課題意識をもって、

栄養面だけではなく自給率の向上につながる食生活になるように考えていると言えます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   資料３ 生徒のワークシートの記述① 

 

次頁資料４の生徒の記述を見ると、朝食は、主食＋主菜で構成されている食事に、汁物（主とし

て味噌汁）を付けたり、主食がパンの時には、牛乳やサラダやタンパク質を含む食品を加えたりし

て、より多くの食品を摂取しようと工夫しています。  
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   資料４ 生徒のワークシートの記述② 

 
資料５の生徒の記述を見ると、朝食でパンを食べることが多かったが、毎日おにぎりを食べるよ

うにし、中に具を入れることで、飽きずに長く継続できる工夫をしています。また、外食や中食を

減らし、内食を心掛けることで、国内産の食材を選択し活用することを考えています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  資料５ 生徒のワークシートの記述③ 

 

図１のように約 85％の生徒が、資

料３、資料４、資料５のような記述を

していました。食事調査を用いたこと

で、自分の食生活を客観的に見つめ、

各自が課題を見付けることができま

した。さらに、自己の食生活も食料自

給率に関係していることを学習し、無

理のない範囲で自給率を向上させる

ための手立てを考え、実践しようとす

る態度を養うことができました。 

今後も、定期的に食事調査を実施し

て自己の食生活を振り返ることによ

り、「食を選ぶ力」を定着させることができると考えます。  

図１ 食事調査における改善点 

主食だけの食事に

みそ汁等をプラス

18%

主食をパンから

米飯に変更

31%

単品の食事に肉・

魚等のタンパク質

や野菜をプラス

31%

外食から内食へ

5%

変化なし

15%

食事の改善点
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  ○「多面的・多角的な視点で思考し判断することができたか」について 

    資料６では、授業後におやつとして食べるものが変化しています。これまで食べていたお菓子を

祖母のところで栽培しているみかんに変えています。 

資料６ 生徒の事後レポートの記述① 

 
資料７では、まず、これまで主食のみの朝食にみそ汁やおかずを加えて食べるように変化してい

ます。また、「食材を買うときに地域産のものや国産のものを買ったり、ちゃんと使い切ってしまえ

る分量の食材を買ったりとムダをなくしつつ、国内の地産地消に少しでも貢献できるような買い物

方法に変えていきたい」という記述から、今後の実践意欲の高まりがうかがえます。 

資料７ 生徒の事後レポートの記述② 

 

これらのことから、多面的・多角的な視点で思考し判断することにつながったと考えます。 
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事後アンケートにおいて「食品を購入・選択する際に意識するようになったこと」を自由記述

させたところ、約 60％の生徒が「国産のものを購入する」と答えています。また、食品ロスが自

給率の向上につながることを知り、「食べ残しを減らす」「食材の無駄をなくす」「計画的に食

材を購入する」などの意見も多く見られました。「自給率向上＝地産地消」という１つの側面か

らだけではなく、食品ロスや米飯を中心とした和食を取り入れることなど様々な方法から自分に

できる自給率向上の手立てを考えていました。そして、自分の生活の中で無理なく継続してでき

る方法を自ら選択し、実践しようとする意欲を向上させることができました。授業を実践したク

ラスの生徒は、家庭科技術検定試験の実技試験のため、自分で必要な食材を準備しなければなり

ません。その際、再度食品の選択について考えさせることにより、「食を選ぶ力」の更なる定着

を図りたいと思います。 

 

  イ 教科間の連携について                                   

食料自給率については、１年次に「家庭基礎」で、本授業の１週間前に「現代社会」で学んでい

るということでした。しかし、教師が食料自給率の意味について問い掛けたときに、十分に答える

ことができる生徒が少なく、他教科の学習がどの程度定着しているのかを把握することは難しいと

感じました。しかし、授業では、「農業従事者を増やす」「米粉を使ったヒット商品を開発する」と

いう、他校にはない農業高校ならではの視点から意見が出ていました。農業科で学んだ内容を基に

判断した意見であると考えます。教科担当者が連携を図り、相互に授業内容の情報交換などを行う

ことにより、このような考えをもつ生徒が増えるのではないかと考えます。 
また、「地産地消」という言葉の定着率は非常に高く、「地産地消」は食料自給率の向上や資源・

エネルギーなどの環境面にとってもよいものだという認識が強いようです。小学校の給食でも地元

の食材を使用していることを紹介するなど、「地産地消」については度々取り上げ、児童に伝えてい

ます。このように考えると、やはり小学校から繰り返し教えていく食育の縦のつながりが大事だと

考えます。 


